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四つのテスト

－言行はこれに照してから－

1．真実か、どうか

isit the truth？

2．みんなに公平か

isitfairtoallconcerned？

3．好意と友情を深めるか

Willit build goodwilland

better friendships？

4．みんなのためになるかどうか

willit be beneficialtoall
COnCerned？

も隔りを取り除こうも

出席報告

本日の出席　会員数　　63名

出席数　　　46名

出席率　73・02％

欠　席　者　阿宗君、荒明君、長谷川（文）君
林君、橋滞君、平田君、五十

嵐（一）君、加藤君、金野君、
三浦君、三井（健）君、斎藤

（栄）君、笹原君、谷口君、佐
々木君、辻君、薮田君

前回の出席　前回出席率　74・60％

修正出席数　　　50名

確定出席率　79・37％

メークアップ　安藤君一酒田東RC

五十嵐（三）君一温海RC

嶺岸君一鶴岡西RC

ビジター

足達一見君一鶴岡西RC

ゲスト

放上　博氏（NHKアナウンサー）

スマイル

石井貞膏君　店舗改築竣功のため

会長報告

当クラブからクリスマスカードを贈りまし

たところ、各クラブから多くのクリスマスカ
ードが届いております。回覧しますのでご覧

下さい。ニコ」1－－プランズ・ウイック即ち当ク

ラブとの姉妹クラブからも届いており、これ

には例会場の写真なども入っております。そ

れからオーストラリアのメインヒールドのロ
ータリークラブからも会員一同のサインのあ

るカードが届いております。他に台中、高雄
その他外国のクラブから届いております。

五城目ローターアクトの創立総会に出席して

三井　徹君

去る20日挙行された五城目ローターアクト

クラブの創立総会に出席しましたので、その

ご報告を申し上げます。

五城目ロータリークラブは結成5周年のク

ラブであります。五城目の町は、八郎潟の町

と大体一緒になってクラブをつくっているよ

うであります。八郎潟から革で20～30分入っ
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た山手の方の人口約2万の町です。ロータリ
ークラブはチャーターメンバーが28名で現在

の会員数が30名であります。町は木材と金物

が特産とのことです。特に箪笥の名産地とい

われております。

そこにローターアクトクラブが当地区の第

1号として誕生して、発会式を挙行されまし

た。会員としては、男性が26名、女性が10名

合計36名の会員で発足しました。

そのつくり方を参考のために申し上げます

と、教育委員長をやっておられるところの会

員がおりまして、その方がクラブの方から卒

先提唱し、クラブ会員が賛同して委員会をつ
くり、着々と盛り上げて行ったそうですが、
クラブ全員がとに角1～2名の候補者を推選

するという行き方で会員を募ったとのことで

す。
その中核となった5～6名の方が一生懸命

に活動して、先に申し上げた36名の会員を纏

め上げました。これは大変な成功だったと思
います。その中には秋田大学の学生が数名交
っております。外は全部高校卒あるいは大学

卒の地域で倣いている万々とのことです。

現在の会長に就いている万は、秋田大学の

講師をやっている方で、25才の方ですが、こ
の方が中核となって放いたように聞いており

ます。非常に整然とした発会式で、会員諸君
の落ちついた凛々しい態度が強く印象に残り

ました。今後の発展が期待されると思いま

す。
ローターアクトクラブは、最近になりまし

て、世界的に相当活発に設立増加しておりま

す。国際ロータリーでも非常に力を入れてお

りますので、私共も出来ればローターアクト

を設立したいものと考えております。

以上ご報告申し上げます。
それからニューブランズウイヅクの市から

私が先に行って参りました関係からクリスマ
スカードがきておりますので、回覧してお目

にかけます。

三島事件と私

放上　博君（NHKアナウンサー）

皆さんのお顔を拝見しますと、私の親父と
同じ位の方々ばかりなので、この若造が何を
ほざくかという興味が多分あるでないかと恩

います。しかし私は飽までも個人的な感じの

お話をしたいと思います。

今日は、うちの局長がこの席に欠席して
おりますが、どうして欠席したかということ

をかんぐって考えてみますと、現在労使間で
ベースアップ斗争をやっております。このよ

うな状態にあるので、昨日中花先生に会食は

絶対ご遠慮する旨申し上げ、敢えておくれて
おっとり刀でかけつけたという訳でありま

す。そのような状態のもとにおかれて、全く

準備ができませんでしたので、とりとめのな
いお話になるかもしれませんが、お許しねが
います。

どうして私がこの席でお話をすることむこな

ったかと云うことからしなければならないと

思いますが、実は私が大変風邪をひき易い体

質であって、小花先生のところにしょっちゅ

うお世話になっていたのであります。
つい最近今月の始めと思いますが、酒を飲

んだ折、その席で小花先生とバッタリ会いま

した。そこで小花先生は他のお客さんと碁の
お話をしておられたのです。私は碁は全然わ

かりませんし、先生が何か一生懸命お話して

いらっしゃるのを片方でききながら独りで酒

を飲んでおりましたが、一寸私の隣にきまし

てビールを差出して下さったのです。そこで

日頃先生にお世話になっている放上であると

申し上げましたら、いやわかっていたと云う

風なことで、それからいろんな話が出て、た
またま三島先生の話も一寸出ました。その中

でこういう風な話が出たのであります。日本

人魂というものは一体あるだろうかどうか、

またそれはどういう風なものなのだろうかと

いうようなことを先生が一寸おっしゃいまし

た。私も大変それには興味がありますので、
いつか折があったら、そういう風な感じとか

或はもやもやっとしたものを感じとろうとい

う万がいらっしゃったら、一緒にお話してみ

たいということを一寸先生に申し上げたので

すが、それが今日はからずもこういうような

立派な方々のお集りの中で、若輩の私がお話
をすることになった次第であります。

もう一つ前提として、私がどうして三島由

紀夫についてものを話すのかということを申
し上げておかなければならぬのですが、私は
はっきり云いますと、今日本の中で信用出来

る人間というのは、三島由紀夫しかいないの

ではないかと思うのであります。勿論総理大



臣も信用出来ない。つまり自分の言っている
ことと行っていることが全く同じであるとい

う意味で、三島由紀夫は人間として素晴しく

尊敬出来るではないかという気拝があるので
す。

私は非常に本が好きで、小学校の五年位か
ら、そちらの方に入りまして、中学校の二年

位から既に三島先生の本は随分読んできたつ

もりです。その中でいま、あの事件からさか
のぼって、三島由紀夫という人はどういう人

間だったんだろうかということを考えている

うちに、人間というものは一体何だろうかと
いうところに話が行くんじゃないかと私は感

じとりました。

それで私と三島由紀夫の接点というものは

そういう意味で、個人的なもので（即ち親し

く薫陶を受けた間柄ではない）この点をはっ

きりとしてお話をすすめなければならないと

思います。

私が一番はじめに三島由紀夫を識りました
のは中学校2年と先程いいましたが、私は昭

和16年生れで、恰度その頃潮騒という小説が
あって、（周匪＝里位しかない小さい島でお
こった男女の一寸した青春物語というべき感

じのもの）あるとき映画に行き潮騒と別の映

画をみに行ったと思うのですが、私は何の気
なしに潮騒をみていて、当時SEXに目覚め

たと云ってほおかしいのですが、その映画の

青山京子という女優と久保明という俳優が、
素裸でだき合ったシーンが出て参りました。
これは今でも覚えているのですが、なるほ

どこういう本なら読んでみようかと思い、中

学2年生頃から三島先生の本を読み出したの
です。そういった意味で潮騒という本は、私

には一つのきっかけにはなり、決して傑作と

は思っていないが、私にとっては、一番始め

に三島由紀夫という名前を知りました。しか

も映画でみたのでもう一度読んでみようとい

うことで読んだのが潮騒という本でもありま
す。
当時私はどちらかというと虚弱児というと

おかしいのですが、精神的にも、いい言葉で

云えは織細なのです。例えば人間は高いとこ
ろにおると恐怖心がある反面、ここから飛び

下りたらどうなるんだろうか、まかりまちが

うとここから飛び降りてしまうんじゃないか

というような意味からの虚弱性。もう一寸言

葉を変えて云いますと、小花先生のところで

私はよく注射されるのですが、このときにこ

わくていやなんだけれども、みていないでい

られないという意味での虚弱性を持っていた
のです。それは私がある意味では三島先生と

肌と肌がぴたっりとくっついたような感じが

するのは、その辺の虚弱性からきているんで
ないかという感がして仕方ないのです。

三島先生の場合には、或日一念発起してボデ
ービルをやり、剣道をやり、ボクシングをや

り、いろんなことをおやりになりました。私

はそういう風な意識は全く三島先生とならべ

て云々するのほおかしいのです。しかし私は

そこで野球をやりラクピーをやり手前の体を

徹底的に傷み付けて、どこまでが限界なのか
と自分自身の体の方を鍛えてきましたが、相

変らず風邪をひき易い虚弱性が残っておりま
す。そういう意味で、私は三島由紀夫の本に
ついては、何となく（私にはそういったもの

を書く才能は勿論ありませんし、それだけの

立場にもない人間ですが）自分から言いたい
こと、あるいは自分はこれはタブーだと思わ

れることを堂々とお書きになっていらっしゃ

る。しかも責任をもって、というようなこと

で私は三島先生の本をあきるように読みまし

た。

ここで作家論など論じても仕方ないと思い

ますが、簡単な整理をした系譜みたいなもの

を考えますと、仮面の告白というような小説
がありまして、これはテーマは同性愛なので

す。仮面の告白で戦後の文壇に慧星のように
デビューしたといわれ、それから今でも代表

作とされている金閣寺、なお金閣寺あたりか
ら一寸社会性を帯びたようなニュアンスが出

てまいり、「宴のあと」とか「絹と明察」な

ど可成り社会性（実はデビューのときには自

己破滅型の私小説家だったものが）をおびて

きたと思われます。自分自身では、そういう

風なものを書くとすれば可成り政治的な色気
もあったのではないかと思うのですが、何と

なく挫折感というものを感じ、それではとい

う訳で、人間とは一体何だろうかという夙な
ことで自分自身にもどって、自分自身がもう

この世の中ではとても自分の思っているよう

なことが実現出来ないというようなことにな

って、昭和40年に己れのライフワークだとい

うことで、天成輪廻をテーマにした「豊穣の

海」という風なものを書き姶めたと思うので

あります。それにつきましては最近可成り評



判になったので、すでにお読みになった方も

多いと思います。私も「暁の寺」までは読み
ましたが、あとの「天人五衰」は読む気がし
ないのです。
これは三島由紀夫が、私はこの小説をみる
のは完結がこわいんだという、即ちそれが自

分・自身の完結でもあるのだとおっしゃってお

りましたので、私は本当は読みたいと思いな
がらも実は読む気がしないというのが今の私

の心境なのです。小説の中で言論と行動が常

に一緒であるというような三島由紀夫ですか

ら、どこかに今回の11月25日事件のモデルが

あったのでないかと思い、さがすと出てくる
のです。これは「憂国」といい、いただいた

会報をみせていただくと池内先生が書いてお
られますが、「憂国」にしてもそうですし、

「豊穣の海」の第2巻の「奔馬」という小説
がありますが、その中で飯沼少年というテロ

リストが割腹をする場面があり、割腹するこ

とにより自分自身を完成したといい、自分自

身の生きる途に終止符をうったという可成り

具体的に切腹の状況が出てきます。そんなあ
たりも11月25日事件と関連があるでないかと

いう感じがいたします。

私は日月25日にこの事件を知りましたのは

家が東京にあり、たまたま東京に行っており
ました、その日のいなほでこちらに帰ってこ

ようとしたときに、お昼のニュースをみよう

としました。NHKのニュースでしたが可成

りめらめらの状態であり、最初はまさかと思
ったのですが、少くともあれだけさわいでい

るのだから本当だろうと思い、出発の2分前

までテレビをみ、しかもトランジスタラジオ

をもって汽車の中できいてきたのです。とに

かくあのときに、いろんな方が、いろんなこ

とをおっしゃいました。

しかし私はくるべきものがきたという風な

感じで、大変寂しい感じもしましたし、また
やってくれたのでほっとしたという感じもあ

りました。

あれにつきましては、佐藤総理が何を言っ
たとか、中曾根防衛庁長官がどういう風なも
のを言ったとか、益田総監が何を云ったとか

いろんなことがありましたが、あの事件をど

ういう風に揃えるかということで可成り物の

言いようがちがってくると思うのです。大方
の方々はあれを一つのハプニングといいます

が、特に今の日本人というものは、はっきり

言いますと、実体がない繁栄の中でぬるま湯
にひたっている人間が多いので、一つのハプ
ニングであったと、面白い出来事だったとい

う風な、云って見れば社会的な事件であると
いう風にとられた方が大多数だと思うのであ

ります。こういう方が三島由紀夫事件につい
て、果して本質をついたかどうかということ

は全く問題だと思います。要するに白昼堂々

乱入したという風な表現も使っておりますが

あれは乱入ではないと思います。

乱入をしたとか、腹を切る即ち生命を粗末
に扱うのは人間本来にもどるものであるとい

う凰な物の言いようもあるでしょう。さらに

は、日本は今や経済繁栄国で、殊にかって第
二次世界大戦をはじめたような、そういう風

な動き即ち、軍国主義復活調みたいなものが

芽生えるでないかという風なことや、腹切を
やったということで、しかもそれが日本で最

高の人間であったと、世界的な人物がそうい
う風なことをやったということで、世界的な

影響をおそれるような論調とかいろんなこと
がありました。

私はNHKにおりながら、NHKに批判的
なこともよく言うんですが、あの日の特集番

組でNHKに岡村和夫という解説委員がいる
のですが、岡村和夫と有馬頼義さんと、中村

光夫さんと、草柳大蔵さんが座談会をやりま
した。あの中で、岡村和夫はこれは絶体に社

会的な事件であるということで司会をしてい
らっしゃいましたけれども、有馬さんは、さ

り気なく、しかも可成り強調して何故こうい

う風なことをおこしたからと云って、今まで

三島先生とも云い三島さんとも云ったのを呼
び捨にするのかと、これだけは僕は許せない

んだと云っておられました。つまりあそこで

もって、ある意味であれを犯罪とか、そうい

う風なものでなくて、もっともっと人盟姐ノ

き万というものはどうなのか、うらを返せば

人間の死に方とは一体何なのかという風な揃

え方、つまり三島由紀夫という、私という一
つの体験的なものだったんだという夙に捕え

た万というのは、多分あの事件に関してはま

ともな評価をなさっているのではないかと、

そういう風な気がいたします。ですから有馬

さんとか、作家連中がものを言ったときには
ほぼまちがいがない。
つまり三島由紀夫事件を肯定するにせよ、

否定するにせよ、まちがいなく正論をついて



いるではないかというような感じがいたしま

す。

私自身は実はくるべきものがきた、はっと

した反面、実に寂しい思いがしたと言うのが

本当の実感なのですが、多分あの翌日の毎日
新聞に出ていたとおもいますが、遠藤周作さ
んがこういうことをおっしゃっておりました

彼の死は国会議員になるよりも、清潔で、な
おがつで手首チックな死であったと。これは

いろんな告知まあろうけれども、一番まちが

いのない表現ではないかと私は信じておりま
す。
三島由紀夫の本を沢山読むと、小説家であ
るから小説を書くのが当り前で、それが即ち

三島由紀夫であるという、即ちイコールであ

るという作家は少いのですが、少くとも三島

由紀夫の場合はイコールとみてもいいと思い

ます。逆に言いますと夜の銀座あたりに行っ
て、女の子とたわむれて、女の子のくどき方

などを書いて我は文士でございという夙な顔
をしながら実は本人は全くもてないとか、想

像で物を書いている人間とちがって、自分の

書いたものと自分の行動とはイコールである
という風なとらえ方をするときに、私は先程

言ったようにくるべきものがきたと感じると

同時に、あまりにも無責任であったでないか
というような、もう一寸なにかしてはしかっ

たという麒望と同時に、あれはあまりにも無

責任ではないかという批判も出てくるでない
かと思うのであります。

今三島由紀夫を語り、なお且つなくなって
から一カ月一寸たった時点で、改めていろん

な面からみてみますと、彼は可成りの行動を
しているということがわかります。

この間出ましたサンデー毎日の特集号で、

三島由紀夫の総括という本が出ました。その

中で石原慎太郎氏と毎日新聞の紙上で論争を
いどんだとか、或は体験入隊した自衛隊のあ

との感想インタビューとか、一寸した自分の

評論とか、何かさりげないところに彼のいろ

んな云いたかったことが出てくるでないかと

思います。自分は小説家だから政治のことは
わからないとか、そういう風な無責任な言い

方ではなくて、今の政治に入ったところで、
しょせん、自分は何も出来ないというような

ことが例巧な方ですからわかっていたと。そ

れを何とかして別のところから何か言うこと

が出来ないか、小説家ですから政治のことは

素人です。そこで考えたのが人間の活き万、
人間の死に方とは何だろうかと、そういう風

なことを皆が考えれば、そしてそういう風な

常に意識をもちながら生活をしていれば、政
活だってこんなに悪くならないでしょうし、

公害も起こらないでしょうし、つまらない事

件も可成り減ってくるでないかということで

いろんなところで苦んだでしょうけれども、

また実際に行動も起してきた方だと私は考え
ております。

池内先生のお書きになった中に、吉田松陰
が小塚原で亡くなったのは11月25日であると

いうようなお話が出て参りました。私はどな

たにも云ってないので、或いはこういったこ

とを言えば叱られるかもしれないが、吉田松

陰という方は私も大好きですが、可成りきち
がいじみた点もあったでしょうし、アナーキ

スト的な面もあったと思いますが、少くとも

教育者だったと思います。松下村塾をつくっ
たとも言うし、かつ子弟を育てたという意味
で教育者だった吉田松陰は、ああいう形でな

くなったという。それから明治維新を経て、
日本人がいろんな体験をしながら、今吉田松

陰については教育者というよりも思想家とい

う夙な言葉におきかえていると思います0

吉田松陰の種々なものについて分塀すれば

思想家吉田松陰と云うようなことになってい

ると思います。何故思想家になったかと云い

ますと、吉田松陰の教えを受けた方が明治維

新でも大いに活躍しました0そういう風な教

えが可成り具体化したと。その精神的なバッ
クボーンになったのは吉田イズムであったと

いう風に考えるからこと思想家であるという

立場が許されていると思うのであります。

私ははっきりここで言いたいのは、三島由

紀夫は、あの死によって小説家から思想家に
なったのではないかと、思想家にするのは誰
であるかというと残されている我々ではない

かという感じがしてならないのであります。
これは自衛隊に乱入をよとか、憲法を改正

せよということではなく、日本人として、人

間として、どういう夙に活きたらいいのかと

あの方は、可成り抵抗を込めて、可成り皮肉
な意味で日本の作家なんてものは、どういう

風に活きたらよいかということばかりを教え
ていると、自分はどういう夙に死んだらいい

かということを、いつかみせてやるというこ

とをいっておられました。



そういう風な意味で私は、彼が「豊穣の

海」を書く以前から可成り思想家的なもので
あったと。楯の会をつくったのも、云ってみ

れば思想家的なものであったのではないかと

今あの事件が終ったあと、いろいろな意味で
ジャーナリズムがいろんなネタをとはしてお

ります。中には可成りひどいんじゃないかと

いうようなことも書かれております。女性週

刊誌、週刊明星とか、週刊平凡とか、芸能雑

誌にも書かれておりますが、せめて私は今年
の十大ニュースの中で三島事件をトップにお

くなどということを毎日新聞でやっておりま

したが、そういう風な見方ではなくて、もう
一寸本質的なものを見て欲しいような気もす

るし、私も一寸言葉が出てきませんし、やは

り準備しておりませんのでとりとめのない話

になって申訳ありませんが、少くとも彼は思

想家になったのだと、思想家にしなければな
らぬのだという風な意識をもっていろんなも
のをみていただきたいような気がしてなりま

せん。

これにつきましては可成りの反論もあるか

と思いますので、若し何かございましたなら

どうぞ御発表ねがいます。満足にお応え出来
るかどうかわかりませんけれども。以上大体

自分で感じましたことについてはお話しした
つもりであります。

以上のお話の後、小花さん、津田さん、張
さんから質問が出され、これに対し放上氏か

ら懇切なお答がありました。

幹事報告

会報到着

新発田RC、会津坂下RC、石巻東RC
高畠RC、郡山RC、尾花沢RC、

鶴岡西RC

例会変更
鶴岡西RC1月1日　規定により休会

八戸北RC1月2日休会

1月9日　PM5・80　新年家族会

クリスマス家族会のスナップ写真

今日中に申込　＠90円

元鹿児島西RC鮫島志茂太氏より同氏著書
も日本でいちばん好かれた男や（著名入り）

10冊贈られてきたので輪読したい。

鶴岡市交通安全都市推進協議会会長白井重

暦氏から、各職場にも行っていると思います

が、年末年始の交通安全運転についてという

文書が入っており、特に飲酒運転をしない、
させないことを守り、守らせて呉れるように

との要望、雪路には車輪にはチェンの着用、

駐車ルールを守ることなどの要請を受けてい
ること。会員の職場で徹底せられたい。


